
黒髪校区各町内子ども会情報交換会
熊本市子ども会育成協議会

【初めに】

令和７年３月１１日 １９：００～２０：２０ 黒髪地域コミュニティーセンターで、黒髪校区各

町内子ども会情報交換会が行われました。黒髪校区社会福祉協議会から案内がありましたので事務局

長が参加してきました。数年前までは毎年行われていましたが、コロナ禍によって中断しており、今

年数年ぶりに再開され、６つの子ども会育成会長さんが出席されました。社会福祉協議会が主催して、

各子ども会および市子協に呼びかけられ、協議会で事前に、各子ども会にアンケート調査がなされて

いました。各町内子ども会の役員、会員数、会費等、助成金、活動内容、問題点・課題等、保険加入、

会長名など調査結果を一覧表としてまとめてあったので大変分かりやすかった。

【子ども会の現状と課題】

黒髪校区社会福祉協議会副会長あいさつ、市子協あいさつのあと、各子ども会から、活動の現状、

課題などが発表されました。

ほとんどの子ども会が、子どもの減少、役員のなり手不足、新一年生の把握の難しさ、などを問題

点としてあげられました。さらに、子どもが習い事が忙しくて、なかなか集まれない、役員が少ない

ので、地域の行事参加などの負担が大きい、役員をする学年が近づくと子ども会を止めていくなどの

現状報告もありました。

【会費・助成金、保険】

全ての子ども会が自治会等から助成金をもらい、複数の子ども会は会費を集めず活動していました。

また、保険に未加入の子ども会が複数ありましたが、ある子ども会から、本年度育成者が活動中に事

故に遭い、市子協の保険に入っていて良かったと報告がありました。その事故の場合、治療が数ヶ月

と長引き、治療費が高額になりましたが、その分そのまま高額の補償になりました。本年度は、他の

複数の地区の子どもも事故に遭いケガをしています。過去の例ですと、子どもの事故と変わらないほ

ど保護者の事故も起きています。金額的にはむしろ大人の方が大きい傾向でした。

【市子協から】

全体的な傾向としては、各子ども会はいろんな課題がありながらも、それぞれ工夫して活動されて

いるということが分かりました。人数が減り、役員負担が大きいのでどの様な活動をしたら良いか悩

むという現状に、市子協として「無料のニュースポーツ用具貸し出し」を紹介しました。輪投げやボ

ウリングのピン（新規）などは持ち運びが簡単で、経費も要らず、役員の負担も軽く、子どもも大人

も楽しむことができ大変盛り上がることを紹介しました。

また、令和７年度から発足する「協賛事業」は特典があり、場合によっては、市子協の会費以上の

プラスになる場合があることも紹介しました。市子協に加入し活動すればするほどそのメリットの恩

恵があるということになります。子どもには異年齢集団のいろんな体験をさせて欲しいと思います。

久々の情報交換会でしたのでやや緊張気味で活発な質疑応答は余りありませんでしたが、他の子ど

も会の現状を知ることができ、安心したり、参考になったりで大変意義深い会だったと思います。今

回の会を運営され、またご案内頂いた社会福祉協議会役員の皆様に感謝いたします。
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子ども会に入ろう ！!
2025/03

かわいい子には体験を！ 熊本市子ども会育成協議会

↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓

子ども会活動････ 町内のいろんな学年集団での活動

学校だけでは得られない 子どもの頃からの 体験活動が大事です

安心して子ども会活動を行うために･･⇒ 市子協に加入(会員登録)しましょう

《 ０歳から上限無しで加入可能：年５００円 》

１ 子ども会活動を安心して実施できるよう補償されます。(保険へ自動加入） ＨＰ

○会員のケガ・病気･･････････････全国子ども会安全共済会(健康保険利用の３割）

○第三者へのケガ、物品破損････賠償責任保険

２ 市子協の行事に参加できる。

〇熊本市子ども会大会

○野外活動体験（有料）

３ ニュースポーツ用具の無料貸出が受けられる。

○Ｒ７年度から新たにボウリングのピン(本物)３本を追加

○ディスゲッター・フリスビー、輪投げ、ボッチャ、射的等

４ 子ども会活動の参考資料が受け取れる。(各単位子ども会)

○「子ども会しおり」「子ども会だより」その他資料

５ 単位子ども会の活動をＨＰで紹介(市子協へ活動報告をする。）

○単位子ども会の活動記録になる。

○ＨＰへ掲載の子ども会へは、冊子「活動の実際○」を贈呈

６ 施設利用の〈団体割引〉が受けられる。

○ボウリング場、映画館、体験施設、等の案内

７ 単位子ども会の活動支援に、ＪＬの派遣が受けられる。

８ 各単位又は地域子ども会の育成者講習会・情報交換会の開催・助言が受けられる。

９ 「協賛事業」(R７年度から）の「協賛特典」が受けられる。(会員・家族〈個人利用〉）

○【一例】：「料金の割引」「ドリンクのサービス」「ボウリングシューズ無料」「プレゼント」等

◆事業への賛同施設を随時募集、会員からも希望の施設等を募集(情報提供をして下さい。）

↓次ページ参照

（異年齢集団）

（熊本市子協・市子協）
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